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 特　　集　社会倫理の可能性



























































































































































1784年を、地球生態学者のアール・エリスは地球システム全体の変化に着目して1950年を（Ellis 2018, pp. 






















































モアによって示された（Bostrom 2005, p. 12） （13） 。マックス・モアは米国のカリフォルニアに居
を移し、トム・モロウとともに、1988年に  The Extropy Magazine 誌を創刊、1992年にエクスト
ロピー （14） 研究所（the Extropy Institute）を設立して、未来主義の思想を好む人びとにとっての
議論のプラットフォームを提供した。その後1998年には、ニック・ボストロムとデイヴィッ
ド・ピアースによって、よりアカデミックに尊重されうる成熟した議論の場を設けるべく、世
界トランスヒューマニスト協会（The World Transhumanist Association: WTA）が設立され、同年、
多国籍の著作者集団の手によって「トランスヒューマニスト宣言」 （15） が起草された（Bostrom 
2005, pp. 11 ― 12）。さらに、2016年の米国大統領選挙では、ゾルタン・イシュトヴァンが「ト
ランスヒューマニスト党」を立ち上げてその思想を政治的イシューにしようと試みることにも
なった （16） 。 










言っており、この思想運動から距離を置いているようである。（オコネル2018、103 ― 104頁） 










































































































































 （20） この一連の出来事については、マッキンタイアも参照しているルポルタージュ（Oreskes & Conway 2011）
を参照されたい。上記タバコ会社の幹部のメモについては、同書p. 34。 
 （21） マッキンタイアがこれに関連して言及しているのは、デリダの脱構築、フーコーの権力批判、ソーカル
事件などに影響を受けた通俗的なポストモダニズムである（McIntyre 2018, ch. 6）。 
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実そのものよりも、事実として人が感じている




































































されたのである。（Schneewind 1998, pp. 512 ― 513/邦訳749頁：奥田が部分的に改訳） 
 　また、「この世界が必然的に最善の可能世界であるように神は取り計らう」とするライプニッ
ツ派に対して、「カントは、われわれ自身とともにこの世界をも完成させる責任をわれわれに














たと述べる（Jonsen 1998, p. 335/邦訳418頁）。こうして、「人の自律は価値の中心となっただ
けでなく、唯一の価値となった」（Jonsen 1998, p. 338/邦訳424頁）というわけである。こうし
てカント以降、人間の〈よき生〉の根本に「自律」概念を据えてきた私たちは、21世紀にも
たらされた新たな人間の存在環境に接しても何ら変わるところはなく、むしろ「自律」の創成
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能である場合かつその場合に限られる。たとえば、人間のあり方（人間像）の集合をH｛d 0 , d 1 , 
d 2 , d 3 , d 4 , …, d t , d t ＋1 …｝とすると、時点 tでの人間像d t が、新たな人間の存在環境によってd t ＋1
 へと再定義されることになる場合、d t ＋1 は、d t に照らして理解可能である必要があるが、同時に、




定の準拠点だけを特権的に取り上げることもできないからである。そして、d 0 からd t  のすべて
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性の再定義を継続させるべし
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